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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

一時的な脳虚血､例えば脳動脈癌手術時の一時的な血流遮断は､虚血時

間の延長に伴い神経障害を起こす可能性を増大させる｡一方で､フェンタ

ニルは全身麻酔で一般的に使用されるが､虚血性神経障害へのフェンタニ

ルの影響は明らかとされていないoまた､虚血性脱分極のパラメータであ

る虚血性脱分極時間は神経障害度を規定する因子であるとされている｡そ

こで､我々は､臨床量相当のフェンダニル投与中のスナネズミ (フェンタ

ニル群 ;n-21)に3,5,7分(各n-7)の前脳虚血を負荷し､海馬CAl領域

の虚血性脱分極と虚血から5日後のCAl錐体細胞障害度を測定し､生理食

塩水を投与中に3,5,7分(各n-7)の前脳虚血を負荷された対照群(n-21)

と比較 した｡その結果､フェンタニルは虚血時間と神経障害度の関係およ

び虚血性脱分極時間と神経障害度の関係に影響 しなかった｡このことから､

臨床量のフェンタニルは CAl錐体細胞の興奮性を変化させないためにその

障害に影響 しない可能性があることが示唆された｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

フェンタニルは全身麻酔において鎮痛を目的に吸入麻酔薬や静脈麻酔薬と併用され

ている｡脳動脈癌や心臓の手術などで一過性に脳虚血状態を生じることがあるが､そ

の際にフェンタニルがどのような影響を及ぼすかについて検討した0

本研究では､虚血性脱分極の開始時間と虚血性脱分極時間を､神経障害度を規定す

る重要な因子 ととらえ､スナネズミの3分,5分,7分の前脳虚血モデルを用いて調べた

ところ､フェンタニル投与群ではコントロール群 (生理的食塩水投与群)と比べて有

意差が認められなかった｡この結果は､全身麻酔下での虚血性神経障害は､フェンタ

ニル投与により悪影響を受けず､一時的な脳虚血が予想される全身麻酔時において安

全に使用できることを示 している点で､価値ある業績であると認める｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡




